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  徳島県博物館協議会は、 徳島県内の博物館施設が相互

協力して博物館活動の振興をはかるため、 平成 8 年 2 月 27 日

に設立されました。 現在は 50 館で組織しています。

　各加盟館の情報は、 WEB 上では 「徳島県

博物館マップ」 からご覧になれます。

 徳島県博物館協議会ニュース № 62　　  　　　　　　
　　                　　　　　令和元年 12 月 1 日 発行
      編集・発行者
　   　〒 770-8070
　       徳島市八万町向寺山   　徳島県立博物館内 
                 徳島県博物館協議会事務局
  　     TEL. 088-668-3636   FAX. 088-668-7197

http://www.museum.tokushima-ec.ed.jp

　令和元年度の研修会は、１０月２５日、阿南市科学
センターで１２館（園）１９人が参加し行われました。
当センターにおいて主に小学生対象に行っている授業
内容が紹介されました。研修１では、「虹で探る宇宙」
と題して、当センターの今村和義学芸員より、可視光線
を虹色（スペクトル）に分解することで、宇宙も色とし
て見ることができるという話を聞きました。宇宙の天体

（恒星）は水素などガスでできており、それが発光して
いるため、その光を専用の屈折させる装置を通して見
れば、虹色として見えて
てくるのだそうです。参
加者は、特製の装置（眼
鏡）を使って、会場内の
蛍光灯の光を虹色として
見ることができました。
　研修２では、栃木県塩原市産の原石を使い、割るこ
とによって、化石を取り出すクリーニング実習を行い
ました。道具を使い原石の層に沿って割ることで、岩
石層の間から当時生息していた植物の化石を取り出す
ことができました。
　当センターの特色ある取組を分かりやすく学ぶこと
ができました。　

研修会

阿南市科学センター で開催

県立鳥居龍蔵記念博物館
　徳島県立鳥居龍蔵記念博物館では、徳島県立博物館と
ともに、徳島が生んだ世界的な人類学者で、地域研究に
も一生を捧げた鳥居龍蔵の業績を記念し、徳島県在住の
中学生・高校生による地域の歴史・文化に関する自主的
な研究の支援に取り組んでいます。この事業は、７月の
ガイダンス講座バスツアー「フィールドワークに挑戦！」、

11 月の県外研修「重要文化財の旅 in 大阪」、そして２月
に行われる研究成果発表会「鳥居龍蔵記念　徳島歴史文
化フォーラム」の３部から構成されています。今回は、
この中から１１月１７日（日）に行われました県外研修

「重要文化財の旅 in 大阪」の様子を紹介します。
　この企画は、2 月に実施される「徳島歴史文化フォー
ラム」にエントリーし、自主研究レポートを提出した中
学生、高校生を対象に、クオリティの高い文化遺産に接
する機会を作るとともに、実際にフィールドワークに参
加することによって、研究活動の楽しさを体感すること
を目指すものです。当日は、大阪城跡、大阪歴史博物館、
難波宮跡、大阪城空堀跡、真田丸跡、真田山軍人墓地、
四天王寺 ( 以上、大阪市 ) を巡りました。特に、難波宮
跡から四天王寺までの間は、大阪歴史博物館の職員から、
発掘調査の成果や、埋蔵文化財保護の取組について聞く
ことができ、大変充実した一日となりました。
　当館では、今後も、
中学生・高校生への支
援を継続していきたい
と考えています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪城にて

　　

　　～令和２年１月の催し物案内（参加無料）～

　当園は、電源開発㈱と四国電力㈱の橘湾石炭火力発電所の対

岸に位置する体験型施設です。屋内の展示コーナーでは、さま

ざまな「ふしぎ」に好奇心がふくらみ、発見する喜びを味わえ

ます。また、屋外には Wa ンダーグラウンドをはじめ、趣向を

こらした遊具などが広がり、元気に体を動かしたり、ゆったり

とリフレッシュしたりできます。

☆サンデーイベント （毎月第３日曜日 開催 ： 参加無料）

○対　象 ： 小学生
○時　間：①１１時～　②１４時～　
　　　　　　　　　（作製時間３０分から６０分程度）
○定　員：各 ２０名 （先着受付順）
○内　容： 「思い出 オルゴール」　

　オルゴールを入れる箱を飾り付けて、自分だけのオリ
ジナルオルゴールを作ろう！！
【お知らせ】

◇臨時休園：１２月４日（水）～６日（金）
　　　　　　※設備点検のため

◇年末年始休園：１２月２８日（土）
　　　　　　　　～令和２年１月３日（金）
　　　　　　　　※新年は１月４日（土）から開園

※各イベントの詳細等については、

　当園へお電話（0884-34-3251）いただくか、当園

　HP（http://www.jy-wonderland.jp) にてご確認下さい。

J ﾊﾟﾜｰ＆よんでん　Wa ンダーランド

　　 〒７７５－０２０２　海部郡海陽町四方原字杉谷７３

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0884-73-4080 （海陽町立博物館）  

 鳥居龍蔵記念  徳島歴史文化フォーラム

〒 770-8070　徳島市八万町向寺山　文化の森総合公園

 　　 ☎ 088-668-2544 （徳島県立鳥居龍蔵記念博物館）　

～企画展「日本刀の源流　東北の刀」～
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海陽町立博物館

　１０月２９日（火）より、開催しています。東北で最
も古いといわれる舞

も

草
くさ

、綾
あや

杉
すぎ

肌
はだ

で有名な月山など奥州鍛
冶の作が展示されています。
　令和２年２月２日（日）には、宮城県大崎市の中鉢美
術館長中鉢弘氏による講演会「奥州刀の魅力―鬼と恐れ
られ、俘

ふ

囚
しゅう

と蔑
さげす

まれた、東北の鍛冶たち―」もあります。
　皆様是非お誘いあわせの上、お越しください。

　　　　　　  〒 779-1620  　阿南市福井町舟橋 1 番地

　☎ 0884-34-3251 （J パワー＆よんでん Wa ンダ－ランド）

上板町立歴史民俗資料館
～企画展　だいどころ de 民俗学

          「食べる」をふぉーくろあ！～
　
　１２月１日（日）～２７日

（金）の期間、企画展 だいど
ころ de民俗学「食べる」を
ふぁーくろあ！を開催します。
今回の企画展では、収蔵品の中
から、食に関係する資料の展示
を行い、同時にしめ縄飾り作り
体験も実施します。

　   〒 771-1310　 　   板野郡上板町泉谷字原中筋８－１　  
　　　　　☎ 088-694-5688 （上板町立歴史民俗資料館） 　

 あすたむらんど徳島子ども科学館
～あすたむらんどクリスマスイベント紹介～

　  　〒 779-0111　　板野郡板野町那東字キビガ谷 45-22

　　　☎ 088-672-7111 （あすたむらんど徳島子ども科学館）

☆ サイエンスマジック  科学と魔法のヒミツの部屋    
○期　間 ：１２月５日 ( 木 ) ～１２月２９日 ( 日 )
○時   間：１７時～２０時３０分　　　　　　　　　　　
　　　　　（常設展示場最終入場２０時、再入場可能）
○会   場：子ども科学館　常設展示場
○内   容：園内にかかった魔法によって、魔法使いとなっ
　　　　　た君たち。だが、いじわるな科学者によって
　　　　　科学館に閉じ込められてしまった。展示物と
　　　　　知識を駆使して謎を解き、科学館から脱出だ！
○参加費：常設展示の観覧券が必要
　
　あすたむらんど徳島では、上記科学館イベントのほか
にも、園内のイルミネーションやプラネタリウムのクリ
スマス夜間特別投映、様々なステージイベントなどを開
催します！詳細はあすたむらんど徳島 HP・催し案内など
をご確認ください。

～県外研修 重要文化財の旅 in 大阪～
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徳島県立阿波十郎兵衛屋敷

☆徳島の伝統芸能である阿波人形浄瑠璃芝居

　　　「傾城阿波の鳴門　順礼歌の段」
○毎日１１時、１４時の 2 回上演（約 35 分）

☆第２１回徳島県民文化祭

　　　阿波人形浄瑠璃分野別フェスティバル
○開催日：１２月１４日（土）・１５日（日）
○時　間：１０時～１５時
○料　金：大人４１０円、高 ･ 大学生３１０円、
　　　　　小 ･ 中学生２００円
○場　所：徳島県立阿波十郎兵衛屋敷

☆十郎兵衛屋敷文化講座－人形浄瑠璃とともに楽しむ　　　

日本の伝統　～ 「和の空間でいけばな」 ～
○講　師：草月流　新田陛嘉
○日　時：１２月２８日（土）
　　　　　１０時～１６時
○料　金：大人１，０００円、高 ･ 大学生９００円、
　　　　　小 ･ 中学生８００円、園児５９０円
　　　　　※入館料含む
○材料費：２，５００円（お正月用のお花を生けます）
○場所・申し込み先：徳島県立阿波十郎兵衛屋敷

☆第７回えびすまつり
○開催日：令和２年１月１３日（月・祝）
○時　間：１０時～１５時
○料　金：大人４１０円、高 ･ 大学生３１０円、
　　　　　小 ･ 中学生２００円
○場　所：徳島県立阿波十郎兵衛屋敷母屋

 情報コーナー

☆ ユニバーサル美術館 ： 話せば広がる鑑賞物語
○期　間：開催中～１２月２５日（水）

　誰もが楽しめる美術館をめざす、展示の試み。今年はコ

ミュニケーションをテーマとします。物語性を感じさせる

所蔵作品を選び、鑑賞者が様々な感想や解釈をつなげ、見

方を広げていけるような仕掛けをつくります。筆談や手話

の映像を取り入れ、聞こえる人も聞こえない人も一緒に交

流できるよう工夫したいと思います。

様々な催しがあります！！

　障がいのある方もない方も、どなたにも楽しんでいただ

ける催しをご用意しています。催しに手話通訳や要約筆記

をご希望の方は、2 週間前までにご相談ください。

☆あの手この手で交流トーク
○開催日：１２月８日（日）

○時　間：１４時～１５時３０分

○進　行：美術館スタッフ＆アートイベントサポーター

○場　所：展覧会場

○申し込み：不要（観覧券が必要）

☆演劇の上演 「橋と川」
○開催日：１２月２２日（日）

○時　間：１３時～１３時２０分

○作・演出：仙石桂子

○場　所：展覧会場

○申し込み：不要（観覧券が必要）

☆台本のない演劇 ・ 体験ワークショップ

　「いつでもあなたが物語る」
○開催日：１２月２２日（日）

○時　間：１４時～１６時

○講　師：仙石桂子

○場　所：講座室、展覧会場

○申し込み：電話またはメールで先着順（定員２０名程度）

○参加費：無料

徳島県立近代美術館
～ユニバーサル美術館展のご案内～

 〒 770-8070　徳島市八万町向寺山　文化の森総合公園

　　　　　　　　　　　　　 ☎ 088-668-1088 （徳島県立近代美術館）

☆こども鑑賞クラブ 「みんなの物語」
○開催日：１２月２１日（土）

○時　間：１４時～１４時４５分
～阿波人形浄瑠璃芝居のご案内～

　　　松茂町歴史民俗資料館・
　　　人形浄瑠璃芝居資料館

～催しもののお知らせ～

☆特別企画展 「絵図から紐解く松茂の新田開発」　
　絵図や古文書から松茂の新田開発を紹介します。また
連携企画として歴史講演会も開催します。
○期　間：１２月１日（日）～開催中
○会　場：資料館特設コーナー

　◇歴史講演会参加者募集中！！

○開催日：１２月１４日（土）
○時　間：１４時～
○会　場：資料館 研修室
○テーマ：人物史から紐解く松茂町の新田開発
○講　師：井上　伸一氏（東大阪市文化振興協会）
○定　員：３０名程度
○申し込み：資料館窓口または電話
○申込期間：１２月１日（日）～１３日（金）

☆「まつしげ人形劇フェスティバル２０１９」絶賛開催中！
　影絵劇団はなほな公演　
　優先入場整理券残りわずか！
○開催日：１２月８日（日）
○時　間：1 回目１１時、２回目１４時～
○会　場：松茂町立図書館研修室

☆讃岐源之丞保存会 人形浄瑠璃芝居公演
○開催日：令和２年１月２５日（土）
○時　間：１４時
○会　場：松茂町総合会館３階多目的ホール
○演　目：壺坂観音霊験記

☆人形浄瑠璃『傾城阿波の鳴門　順礼歌の段』上演中！
　毎月第３土曜日上演しています。
　※定期公演スケジュール
           12/21、1/18、2/15、3/21  
　　　 　　〒 771-0220　板野郡松茂町広島四番越 11-1

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 088-699-5995

　　　
　（松茂町歴史民俗資料館 ・ 人形浄瑠璃芝居資料館）   

ホームページ：https://art.tokushima-ec.ed.jp/

　　　 〒 771-0114　徳島市川内町宮島本浦 184

　　　　　     　☎ 088-665-2202 （徳島県立阿波十郎兵衛屋敷）

藍住町歴史館「 藍の館」
～阿波藍の文化と歴史～

　阿波藍の栽培と加工の全プロセスを理解できる紙人形、
藍染めの伝統的な着物や古布、藍の現代作品、藍の流通
関係史料、各種農具類、藍商の経営史料の展示。
　昔ながらの本藍染めが体験できるコーナーも大変にぎ
わっており、また、小学生によるボランティアの指導案
内が大変喜ばれています。

　   　  　〒 771-1212    板野郡藍住町徳命字前須西 172

　　　　　　　　  ☎ 088-692-6317 （藍住町歴史館 「藍の館」）

東福寺美術館
阿波の７感状の一通　

～山田織部への徳川秀忠の感状を公開～

　江戸幕府が全国の大名を総動員して大坂城の豊臣氏を
滅ぼした「大坂の陣」の前半の慶長１９（１６１４）年の「大
坂冬の陣」において、阿波藩主蜂須賀至鎮の７人の家臣
が戦功をあげました。その際、徳川家康と徳川秀忠から
感状を与えられた「阿波の７感状」の一通である山田織
部の感状です。
　この７感状のうち、６通が行方知れずでありましたが、
この度山田織部の感状を東福寺美術館が入手することに
なり、広く郷土の方に知ってもらうために公開していま
す。

　　　            〒 779-4109   美馬郡つるぎ町貞光字木屋 341

 　　 　　　　     　　　　　　　☎ 0883-62-2207 （東福寺美術館）

徳島県立博物館
～２つの部門展示のご案内～

☆部門展示 「博物館所蔵の刀剣」
　阿波国では、戦国時代にはおもに海部、江戸時代には
海部と徳島城下などで刀剣がつくられてきました。それ
らは一括して海部刀と呼ばれることがあります。
　この展示では、海部刀を中心に館蔵の刀剣を公開します。
○期　間 ：１２月３日 ( 火 ) ～２月１６日 ( 日 )

　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　← 刀　惣左衛門尉永次造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

☆部門展示 「阿波晩茶の製造技術と製造用具」
　阿波晩茶は、那賀町、上勝町などを中心につくられて
いる発酵茶の一種です。夏に摘んだ茶葉を用いて、桶で
漬けこんで発酵させる点、それぞれの農家で茶の栽培か
ら加工、出荷までを行っている点に特徴があります。今
回は、那賀町の阿波晩茶生産農家から寄贈された製造用
具等の資料を中心に阿波晩茶を紹介します。
○期　間 ：令和２年２月１８日 ( 火 ) ～公開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　← 釜ゆで

※１２～２月の県立博物館の部門展示について
○休館日：毎週月曜日（1/13、2/24 は開館）
　　　　　12/29 ～ 1/4、1/14、2/25
○時   間：９時３０分～１７時
○観覧料：通常の常設展観覧料
　　　　　※祝日は無料
　　　　　※その他、各種減免あり
 〒 770-8070　徳島市八万町向寺山　文化の森総合公園

　　　　　　　　　　　　　 ☎ 088-668-3636 （徳島県立博物館）
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　阿波国南部の郷町であった富岡（現 ･ 阿南市）において、吹

田家は屈指の豪商であり、藩に金銀を貸す者に与えられる「御

銀主」という身分でもありました。また、藩主が南部を巡見す

る際には、宿泊場所として自邸を提供する「本陣役」を務めて

います。さらに、富岡の教育にも大きな貢献をしています。当

館が収蔵する１万点を超える吹田家文書の一端を紹介します。

○期　間：開催中～令和２年１月２６日（日）　

○時　間 ：９時３０分～１７時

○場　所：文書館２階展示室

○休館日：毎週月曜日・毎月第３木曜日（祝日の場合は翌日）

　　　　　年末年始（12/29 ～ 1/4）

○入館料： 無料

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

大鳴門橋架橋記念館
～渦の道・エディから　年末年始のお知らせ～

☆ 「うず潮ゲーム」 登場！！
　潮の流れを操って戦うゲームです。あなたもぜひ勝負し
てみませんか。
☆ガチャガチャマシーン
　折り鶴チャームやオリジナルグッズ、おみくじ付きのガ
チャガチャがエディエントランスに設置されました。
　（１回￥２００ですが、スタッフが心を込めて手作りし
　　ています♪）　
☆迎春イベント

　　「渦の道」 ～橋の上から初日の出を見よう～
　令和２年１月１１日（水）元旦のみ、午前６時３０分開館。

（温かい飲み物も準備していますよ！）
　渦の道とエディの共通券を購入した方に、三が日限定の
お年玉が当たりますよ～　　　
※詳しくはホームページを見てください　　　　

　　　　  〒 772-0053     鳴門市鳴門町鳴門公園内　　

　　　　　　　　　　☎ 088-687-1330 （大鳴門橋架橋記念館）　

徳島県立文書館
～第５９回企画展「富岡の豪商　吹田家」のご案内～

徳島県博物館協議会ニュース　No.62
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　　〒 770-8070　徳島市八万町向寺山　文化の森総合公園　

　　　　  　　　　　　　　　☎ 088-668-3700 （徳島県立文書館）   

道の駅大歩危　妖怪屋敷 ・ 石の博物館
～１２月のイベント予定～

☆１２月も開催！　みよしジオガイドさんが案内する

「大歩危 ・ 小歩危の成り立ちや自然について楽しく

学べるジオツアー」
○期　間 ：※くわしい日程はホームページをごらんください。
○時　間 ：（午前）１０時～１２時、　（午後）１３時～１５時
○ツアーコース：道の駅大歩危付近から、まんなか遊覧船乗り
　　　　　　　　場付近（約 1 時間）
○料　金：ツアーコースを案内する場合は１人あたり 1,000 円
○受付場所：道の駅大歩危の中央ホールにてガイドスタッフが
　　　　　　お待ちしております。お気軽にお声掛けください！
○その他：事前のご予約も受け付けております。
　　　　　（最大１０名）
○申し込み先：０９０－２７８８－９９９２（担当：石井）

☆ワークショップ

　「和桜ジュエル切子石けん作り」

　「柚子の香りのバスソルト作り」
○開催日：１２月２２日（日）
○時　間 ：１０時～１５時
○場　所：道の駅大歩危
○講　師：アロマサロンリトセア　寺尾和代さん
　　　　　※事前申込は不要です。
【和桜ジュエル切子石けん作り】（お一人様３０分程度）
　色を付けた石けんに切子模様を彫ります。
○参加費：１，０００円（専用ケース別売り１００円）
注　意：小さいお子様は保護者の付き添いをお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　切子石けん

【柚子の香りのバスソルト作り】
　１２月２２日は冬至です、柚子の香りで癒されるバスソルト
作りはいかがですか？
○参加費：５００円
☆身体を温める薬膳茶の販売もしています！
　紅花、陳皮、枸杞子、黒豆、などのブレンド（試飲あり）
　※ 1 個７５０円

　　 〒 779-5452    　三好市山城町上名 1553-1

　　　　　　　☎ 0883-84-1489 （妖怪屋敷 ・ 石の博物館）

県立博物館 ( 鳴門市ドイツ館） 県立文学書道館
～２つ催しもののご案内～～「板東俘

ふ

虜
りょ

収容所」の世界展　ご案内～

☆ 「板東俘虜収容所」 の世界展

　　～１００年前の収容所に花開いたドイツ文化と

　　　　日独交流の歴史～

　板東俘虜収容所とは、第一次世界大戦中の 1914（大正
３）年、中国山東半島の青

ちん

島
たお

で日本とドイツが戦い、その
結果、戦争捕虜となったドイツ兵を収容した施設です。所
長である松

まつ

江
え

豊
とよ

壽
ひさ

大佐の博愛の精神に基づく方針のもと、
自由な気風にあふれる収容所経営がなされました。ドイツ
兵捕虜たちが残した生活の様子を写した写真などの貴重
な資料が「板東俘虜収容所関係資料」として、鳴門市ドイ
ツ館と県立文学書道館に収蔵されています。このたび、こ
のれらの資料のうち３１４点が新たに県指定有形文化財

（歴史資料）に追加指定されました。今回は、徳島県立博
物館にて、こうした貴重な資料の数々を、収容所について
紹介したパネルとともに特別展示します。
○開催日：１２月１２日（木）～令和２年１月１９日（日）
○時　間：９時３０分～１７時
○料　金：入場無料
○場　所：徳島県立博物館１階企画展示室
○休館日：毎週月曜日（1/13 は開館）
　　　　　12/29 ～ 1/4、1/14
☆展示解説
○開催日：１２月２２日（日）・1 月１２日（日）
○時　間：１４時～１５時
○場　所：徳島県立博物館１階企画展示室
○料　金：入場無料

☆ガリ版刷り体験ワークショップ
○開催日：令和 2 年１月１３日（月・祝）
○時　間：①１３時～１４時３０分　
　　　　　②１５時～１６時３０分
○対　象：小学生～一般（小学生は保護者同伴）
○募　集：各回１５名（定員になり次第、締め切り）
○講　師：坂本 秀童子 氏
○参加費：無料
○申込方法：電話での受付
○その他：当日は「印刷した
いアイデア（はがき大サイズ）」
をご持参ください。また、汚れ
てもよい服装、エプロン等もあ
ればご持参ください。
○申込・問合わせ先：
　鳴門市ドイツ館
　　℡０８８－６８９－００９９

〒 779-0225 鳴門市大麻町桧字東山田 55-2　

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 088-689-0099 （鳴門市ドイツ館）

☆文学企画展 「文学者の見たモラエス」
　                                     ヴェンセスラウ・デ・モラエス 
                                       （1854 － 1929）は、ポルトガル                 
                                         の軍人・外交官として日本に滞在
                                         し、『徳島の盆踊り』『おヨネとコ
                                         ハル』『日本精神』など優れた日本
                                        文化論を本国ポルトガルに発信し
　　　　　　　　　　　 続けました。この展示では、徳島に
              モラエス            隠棲し、孤独な死を遂げたその生
涯を、同時代あるいは後世の文学者たちはどのように見てい
たのかを紹介します。
○期　間：開催中～令和２年２月９日（日）
○時　間：９時３０分～１７時
○料　金：一般３１０円、高 ･ 大学生２００円、
　　　　　小 ･ 中学生１００円　※その他減免あり　　　

○場　所：県立文学書道館 ３階文学常設展示室
○休館日：毎週月曜日（1/13 は開館）
　　　　　12/28 ～ 1/4、1/14　　　　　　

☆文学特別展 「現代詩歌の冒険」

　　　　　　　　　　徳島の詩人 ・ 歌人 ・ 俳人たち

　本展では、独自の感性
が光る徳島ゆかりの 6 人
の詩歌人－詩人の鈴木漠
・清水恵子、歌人の紀野
恵・田丸まひる、俳人の
大高翔・野口る理 －の
世界を紹介します。その
冒険性に富んだ作品を通
して、現代詩歌の魅力に
迫ります。

○期　間：１２月１４日（土）～令和２年２月１１日（火・祝）
○時　間：９時３０分～１７時
○料　金：一般５２０円、高 ･ 大学生３６０円、
　　　　　小 ･ 中学生２６０円　※その他減免あり
○場　所：県立文学書道館 １階特別展示室

　　　　　３階収蔵展示室
○休館日：毎週月曜日（1/13 は開館）
　　　　　12/28 ～ 1/4、1/14　

主催 / 徳島県立文学書道館

後援 / 徳島新聞社 ・ 四国放送

〒 770-0870 徳島市中前川町２丁目 22-1　

　　　　　　　　　　　　　☎ 088-625-7485（徳島県立文学書道館）


